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中川低地の地下には，最終氷期最盛期以降に形成された層厚＜50ｍの谷埋め堆積物が分布している．筆者らは

中川低地中流部において埋積谷の軸中央部（埼玉県三郷市彦成；GS-MHI-1）で深度 55.3m の層序ボーリング調査を

実施した．この調査地点の西方約 1.5ｋｍの埋積谷の西縁部（埼玉県草加市柿木）では，平成 14 年度に実施した

草加コア（GS-SK-1；石原ほか，2004）が位置している．今回は，これらの地点でおこなった約 1m 間隔での AMS

炭素 14 年代測定実験結果や堆積物の高精度解析結果を用いて谷の埋積様式について検討する．なお高精度解析と

しては，半裁時のコア断面・はぎ取り試料・軟Ｘ線写真による堆積相の観察，1cm 間隔での γ 線吸収強度および

帯磁（初磁化）率測定， 5cm 間隔での土色測定，10cm 間隔での湿潤・乾燥かさ密度・含水率・泥分含有率の測定，

約 1m 間隔での pH およびＥＣ測定，貝の群集解析，珪藻群集解析などをおこなった．ボーリングコアから認定した

堆積相に基づいて，約 2000 本の既存の土質ボーリング資料について，粒度・貝化石の有無などの記事データ，色

調や N 値の変化パターンに着目して谷の埋積過程について三次元的な解釈をおこなった．それらの結果，中川低地

の沖積層の形成過程に関して主に以下の 2 点が判明してきたので発表する．(1) 谷の軸部では海水準安定期(5500

～4500cal BP)に標高-27～-5m のデルタフロント堆積物が急速（2.2cm/yr）に形成されるのに対して，谷の縁辺部

は海水準上昇期（10000～7000cal BP）に標高-34～-6m のエスチュアリー性の干潟堆積物により断続的（0.9cm/yr）

に埋め立てられる．(2)谷の東縁部の標高-20～-5m 付近には東方の下総台地から供給されたと考えられる砂によっ

て形成された砂州堆積物が残されている． 


